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序論






























































示内容，客体の設定，問題点を施設ごと表 1 ～ 6 にまとめレポートする。
15
国立歴史民俗博物館研究報告


























作された 25 点からなる大型油彩作品群）で，内 24 点（内 8 点は慰霊堂内に展示）を展示。その他，有島生馬（1882-1974），
石井柏亭（1882-1958）による絵画作品を展示。

















































高さ 1m ほどのポールを 48 体設置，各ポール上に小型のジオラマ風模型を設置。前半部分に奥尻島の歴史を展開，中盤には
北海道南西沖地震による震災の記録を展開，後半部で震災からの復旧，復興を展開している。「どのような場が，どのように
被災し，どのように復旧，復興したのか」，縦時間軸におけるその関係性を象徴的に可視化した模型展示である。






　北海道南西沖地震による震災発生から 5 年目の 1998（平成10）年春に，同町は復興宣言を行っている。そして震災発生か
ら 8 年が経過した 2001（平成13）年に同館が開館した。開館当時，奥尻町の人口約 4,000 人に対し，入館者数は約 20,000 人。




































鉄骨造地上 7 階，地下 1 階，塔屋 1 階
開館時期 2002（平成 14）年～ 2003（平成 15）年
設置者






1995（平成 7）年に発生した阪神 ･ 淡路大震災の記録資料，被災物等を保存，展示するとともに，震災とその過程から得
られた知識や知恵を情報発信，共有することによって世界の防災対策に生かそうとするもの。
展示内容
◎施設 4 階「震災追体験フロア」：（導線順，自由見学不可） 





阪神 ･ 淡路大震災の記録資料展示。①「震災の記憶を残す」②「震災からの復興をたどる」③「震災を語り継ぐ」の 3 コー
ナーで構成。





◎施設 2 階「防災･ 減災体験フロア」：





























































1990（平成 2）年～ 1996（平成 8）年の雲仙 ･ 普賢岳噴火災害を後世に伝承するとともに，火山資源を活用した学習･ 観
光の中核施設として地域活性化（観光振興）に寄与することを目的とする。
1997（平成 9）年度からの 5 年間に行われた島原地域再生行動計画（がまだす計画）の 1 事業として整備。事業主体は国，
県，島原半島 1 市 16 町，民間。計画当初の施設名称は島原火山科学博物館。
展示内容

















　施設開館初年度 2002（平成 14）年度の有料入館者数は約 359,000 人。3 年目以降，2011（平成 23）年度までの平均有料入
館者数は約 160,000 万人で推移し，開館 10 年目には約 117,600 人，2014（平成 26）年度は約 98,500 人となり，同施設は「雲
仙岳災害記念館のあり方検討調査」を実施し，事業内容等の見直しを図っている。また 2017（平成 29）年には施設の大規模
なリニューアルを計画している。
　同施設は島原半島全体を対象とした総事業費 3,000 億円を超える大事業の一部として設置された。約 43 億円の総事業費
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問いとなっている。
東日本大震災による津波は過去最大級の規模であった。しかしながら，一般的に言われるところ
の未曾有の災害ではない。災害史上の例を挙げれば，明治 29 年の三陸大津波，昭和 8 年の三陸大









































































































第 1 期：平成 23 年 3 月 23 日～平成 24 年 3 月 31 日






調査員：リアス･アーク美術館副館長兼学芸係長　川島秀一　※平成 24 年 3 月退職
同館主任学芸員　山内宏泰　※現学芸係長
同館学芸員　岡野志龍　※現主任学芸員
※平成 24 年 3 月に川島秀一調査員が退職。以降は山内，岡野両名で活動を継続。また，平成
23 年 3 月 31日までの期間，調査員補助として同館看視員，塚本卓が調査に同行。
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・記録調査活動の成果と課題
特命として行われたこの記録調査活動は 2012（平成 24）年12 月末を以て終了した。期間内に蓄積






















































① 2011 年 3 月16 日～ 2012 年 12 月31日 東日本大震災記録調査活動の開始。（公式には 2011 年 3 月 23 日～）
② 2012 年 4 月～ 新常設展示の具体的な準備を開始。全国美術館会議よりの支援が決定。
③ 2012 年 7 月 28 日～ リアス･アーク美術館の部分開館
④ 2012 年 9 月1 日～ 同館常設展示（歴史民俗系常設展示＝方舟日記 ･ 美術常設展示）の再開
⑤ 2013 年 4 月 3 日～ 同館全部開館とともに『東日本大震災の記録と津波の災害史』常設展示を新設公開。
表 9　常設展示公開までの流れ
（4）具体的な展示内容について
展示資料は，被災現場写真 203 点，収集被災物 155 点，歴史資料等 137 点である。前半は【被災
現場からのレポート】とし，直後からの多種多様な現場状況をまとめている。また後半は【被災者





































































































































































































































































2013 年度／地元住民＝ 4 割程度，外来者＝ 6 割程度
動向としては，地元住民が外来者をアテンドする形。外来者のほとんどがボランティア，NPO，研究者など。
※ボランティア＝ほとんどが大学生。
2014 年度／地元住民＝3 割程度，外来者＝ 7 割程度
動向としては，地元住民が外来者をアテンドする形。外来者のほとんどがボランティア，研究者，復旧・復興
事業関係者。※ボランティア＝ほとんどが大学生。














2014 年度 16,230 人・・・前年比：約 61%
2015 年度 12,462 人・・・前年比：約 78%

































































ている。具体的には，「2015 年 1 月　平成 26 年度地域創造大賞，総務大臣賞」，「2016 年 6 月　第
10 回野上紘子記念アート ･ ドキュメンテーション学会，推進賞」の受賞，その他「第 15 回石橋湛
山記念　早稲田ジャーナリズム大賞」へのノミネート，同大学での講演開催などが挙げられる。ま
た，震災記念館などの整備を検討する東日本大震災被災地の行政担当者らによる視察，研修などが









































































[ 記憶・歴史・表現 ] フォーラム編　2005『someday, for somebody いつかの，だれかに　阪神大震災・記憶の〈分有〉
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（リアス・アーク美術館，国立歴史民俗博物館共同研究員）




Currently, in Japan, there is a trend of frequent large-scale natural disasters due to great earth-
quakes, large tsunamis, great typhoons, low atmospheric pressure, and other causes, and there is an 
increased social need for resource exhibit facilities to document the disaster and pass on the memory. 
However, a basic philosophy in establishing such facilities and a basic methodology of exhibit design 
have not been set, and established facilities have many problems in operation management and exhibit 
design. Further, additional facilities are being established without concrete attempts to resolve the 
situation.
This paper examines disaster resource exhibit facilities of earthquakes and other disasters and 
points out problems in the establishment phase and operation management of the facility and prob-
lems and issues in exhibit design. Additionally, it presents the case of Rias Ark Museum of Art’s per-
manent exhibition Documentary of East Japan Earthquake and Tsunami and History of Tsunami Di-
saster as an attempt at a solution, outlining the sequence of events leading up to its establishment and 
indicating the exhibition techniques used in this exhibition. Finally, this paper attempts to redefine 
the significance of the existence of disaster resource exhibit facilities and the necessity of establishing 
them, from a unique perspective based on the results arising from this exhibit.
“How will the universal mission be set for establishing disaster resource exhibits and disaster 
resource-related museums and managing their operation? How should humans go on to face works 
and phenomena of nature beyond human understanding?” Finding the answers to these questions is 
the ultimate goal to be attained by this paper, and it could be said that the answer arrived at is a phi-
losophy which should be used as a base for debating this theme. At the Rias Ark Museum of Art, the 
answers to these questions are being made manifest through the experience of the Great East Japan 
Earthquake Disaster as it is studied and explored, continued to be recorded and investigated, and the 
results are exhibited and made public. This paper presents that philosophy as one case and attempts 
to indicate a path to optimize the social function of new disaster resource exhibits to be established in 
the future by disseminating it to existing museums or researchers such as museum curators.
Key words: the Rias Ark Museum of Art, disaster resource exhibits, imagination, natural environment, 
disaster mitigation
Issues and Possibilities of Museum Exhibits of Earthquake Disaster 
Resources : Research to Build a Universal Mission for Disaster Resource 
Exhibit Facilities and its Significance
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